
松崎　正寿
現在、日本でのごみ処分は焼却

が72.8％であり、全量焼却主

義にのっとられてごみ処理施設

が建設されている。しかし、そ

のごみの多くは紙やプラスチッ

ク、生ゴミなどの資源化できる

ものであり、焼却しなくても処

理できるものである。本計画で

は、行政のいまだ焼却至上主義

に疑問をなげかけ、燃やして埋

めるという現状の方式から、減

量、分別、リサイクルへ、焼却

から循環へと移り変わるプロセ

スの計画である。しだいに消え

ていく焼却プラントと、それに

かわる分別、圧縮プラント、コ

ンポストはこの土地の風景を変

え、徐々に広がっていく緑は圧

縮された資源ごみとコンポスト

された堆肥とのコントラストを

強め、アグリスケープとしての

清掃工場をつくり出すことにな

るだろう。煙突なき清掃工場を

めざして、ごみ処理の根本を見

直す時代となってきている。

指導＝高宮　真介
いま清掃工場は二つの意味で変

容（トランスフォーム）が求め

られている。高度に機械化され

たゴミ焼却施設は、まるでその

中で行われていることを隠蔽す

るかのように、外側は中味と全

く関係なく、ときには西洋宮殿

風まで登場する事態になってい

る。そんな都市施設のデザイン

は変わらなければならないと思

う。もう一つは、近い将来ゴミ

の減量化、分別化が進み、資源ゴ

ミのリサイクル化が進むと、焼却

施設が漸減し、清掃工場そのも

のの概念が変わる時代がくる。

地方都市の臨海部の埋め立て地

に、実際に計画が進行中の清掃

工場を課題にして、そのような

変容を求めたものである。松崎

君の作品は焼却施設として建て

られた建築が、時間の推移に呼

応して、分別や破砕のリサイク

ル施設に変容し、最終的には生

ゴミからつくられるコンポスト

を利用した、農園や植物園で構

成された立体公園を提案したも

のである。その変容の推移が、

架構と素材の転用によって語ら

れたこの作品は十分評価に値す

るものであると思う。

建築デザインⅡ

課題

清掃工場のTransform
―トランスプログラミングと

ランドスケープデザインをと

おして―

担当：

高宮　真介

松崎　正寿
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住谷　覚
都市には道路、鉄道、地下鉄、

運河などの様々な種類の都市交

通がある。これらの移動手段は

都市の中に線形に伸びる「線状

の空間」を形成する。この移動

のための線状の空間に対し「駅」

や「ジャンクション」と呼ばれ

る、それらが分岐したり交接し

たりするポイントー「結節点」

が存在する。ここで人々は移動

の速度と向きを変え、別の線状

空間へとシフトする。

この課題では、人の動きの節目

であるポイントー「結節点」と

そこへ至る「線状の空間」を都

市の中でどう位置づけるかにつ

いて思考を深めていく。

なお、敷地は都市にある京王線

の明大前駅とする。

あなたが新しいまち（都市）に

引越しをして最寄りの駅に行っ

たり、そこから我が家に帰った

りするときのことを思い浮かべ

てください。最初の何日かは必

ず色々な道順で駅や我が家に向

かうはずです。

そう、元来駅はこのような行動

を誘発する場でもある。

このことから、都市の駅にシン

ボル性は必ずしも求めなくても

よいことが考えられる。むしろ、

そこへ至る様々な経路の存在

こそが都市の駅の姿であるとい

える。

電車は人やものを駅から駅へと

運び、駅はまちの中の結節点で

ある。電車の乗り降りの際、最

初と最後の一歩はプラットホー

ムの上で行われる。だから、プ

ラットホームは人が通過した

り、たまったりする「道」であ

ると考えることができる。駅の

プラットホームを見てみるとそ

の端部が行き止まりとなってお

り、有効的に処理されていない

ことが多々ある。乗り換え乗車

率の高い明大前駅も同様で、こ

こでは一カ所でしか動線処理が

されていないため、多人数の人

の動きに対応しきれていない。

そこで、プラットホームの端部

と端部をつなげることによって

行き止まりをなくす。すると新

しいみちができ人の動きの自由

度が増すほか、キオスク等をそ

こに分散することもできる。次

にプラットホームと共通の要素

を明大前駅周辺で探してみる。

すると、駅周辺には多くの行き

止まりのみち（端部）が存在す

ることに気づく。プラットホー

ムの端部とまちのみちの端部を

つなげることで、駅周辺の行き

止まりをなくすことができそう

である。

みちの端部からスロープが上が

ったり、下がったりして他の端

部とつないでいくと人の動きは

スロープの先にどんどん伸びて

いく。

みちの端部と端部がつながり、

新しい結節点がまちの中に次々

と自己増殖していく。

ひとつの駅がまちのみちとつな

がり新しい駅とつながっていく

と同時に、駅の姿がまちの中に

消えていく。

指導＝小泉　雅生
課題を行うにあたって、補足と

して①集積度の高い都市的な状

況における駅、②モータリゼー

ションによって求心力を失いつ

つある地方都市の駅、の二つの

タイプの異なる駅を提示した。

住谷君の提案はその中で①の都

市的な状況下での駅として明大

前駅を取り上げ、駅内の移動空

間やプラットフォームを街路同

様に位置づけ、街の中での駅の

あり方を見直している。結果と

して「駅」は街の中に姿を消し

ていき、従来我々がイメージと

して持っていた「駅」及びその

周辺が全く異なった様相を示す

というものである。

この考え方は、多焦点化し様々

なレベルでのネットワークの形

成をしている現代の社会におけ

る結節点のあり方として、非常

に刺激的な提案といえる。日常

的な施設のあり方を問い直すこ

とで新たな空間や風景の可能性

を提示できたことは、TRANS-

FORMという共通課題に対す

るすぐれた回答だといえるが、

望むらくは姿を消した駅周辺に

生み出される新しい風景を鮮や

かに一枚の絵として描き出して

ほしかった。

さらにここには取り上げていな

いが、個人的には②の地方都市

の駅に対しての前向きな提案が

必要だと実感している。

建築デザインⅡ

課題

都市の中の結節点
―「駅」を考える

担当：

小泉　雅生

住谷　覚
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